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〔
第
十
二
回
春
陽
展
〕 

・
『
東
京
朝
日
新
聞
』 

昭
和
九
年
五
月 

 

  

春
陽
展
と
国
展 

（
一
） 

一
氏 

義
良 

 

一
氏 

義
良
（
い
ち
う
じ 

よ
し
な
が 

一
八
八
八
年―

一
九
五
二
） 

美
術
評
論
家
。
島
根
県
八
束
郡
東
出
雲
町(

現
・
松
江
市)

出
身
。
早

稲
田
大
学
英
文
科
卒
業
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
遊
学
。
イ
ギ
リ
ス
の
大
英
博

物
館
図
書
室
で
読
書
勉
学
。
帰
国
後
、
海
外
の
古
今
の
美
術
の
動
向
、

と
く
に
古
代
エ
ジ
プ
ト
美
術
の
紹
介
に
努
め
る
。 

雑
誌
『
中
央
美
術
』
を
創
刊
し
、
編
集
に
携
わ
る
。
平
凡
社
の
百
科

事
典
や
世
界
美
術
全
の
編
集
に
も
関
わ
る
。
中
国
の
研
究
を
深
め
、

『
支
那
美
術
史
』
を
著
わ
す
。
教
授
の
末
田
利
一
や
石
塚
太
喜
治
の
下

で
中
華
民
国
国
立
北
京
芸
術
専
科
学
校
（
現
中
国
中
央
美
術
学
院
）
の

講
師
を
務
め
る
。 

   

ま
ず
春
陽
展
に
入
つ
て
、
第
一
室
か
ら
見
る
。
大
澤
鉦
一
郎
氏
の
六
点
（
＊
註
記
引
用

者
：《
薔
薇
》《
花
も
つ
少
女
》《
雲
》《
逆
光
の
海
》《
白
躑
躅
》《
菊
》）
は
静
物
が
主
で
、
い

づ
れ
も
ま
じ
め
な
作
品
だ
が
、
感
じ
は
硬
い
方
だ
。
そ
れ
に
、
海
の
絵
の
外
は
皆
、
習

作
の
程
度
を
脱
し
な
い
の
で
、
も
つ
と
力
作
を
見
せ
て
も
ら
ひ
た
か
つ
た
。
こ
の
室
の

作
品
に
は
、
大
体
そ
う
い
つ
た
感
じ
の
も
の
が
多
い
や
う
だ
。
し
か
し
ど
れ
も
一
般
に

あ
か
る
く
て
、
画
面
に
も
動
き
が
あ
り
、
何
れ
も
し
つ
か
り
し
た
作
風
で
あ
る
。
色
も

形
も
態
度
も
、
或
る
程
度
ま
で
突
つ
込
ん
で
あ
る
。
み
な
セ
ザ
ン
ヌ
的
で
、
か
つ
フ
ラ

ン
ス
あ
た
り
の
模
倣
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
が
、
と
に
か
く
し
つ
か
り
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、

一
々
大
作
で
き
ち
ん
と
で
き
て
ゐ
る
の
は
、
よ
い
こ
と
だ
。
水
谷
清
氏
も
六
点
（
＊
第
二

室
：
《
ア
ネ
モ
ネ
》
《
炬
燵
》《
桐
の
花
咲
く
》
《
生
蕃
娘
》《
白
馬
》
《
牡
丹
》）
あ
る
。
静
物

も
わ
る
く
は
な
い
。
明
る
い
派
手
な
色
彩
感
覚
で
、
達
者
な
筆
に
任
せ
て
描
い
て
あ
る
。

殊
に
、
或
る
モ
ダ
ン
さ
を
つ
か
ん
で
ゐ
る
。
感
覚
に
敏
い
、
有
望
な
人
だ
。
こ
れ
を
本

質
的
に
育
て
ら
れ
た
ら
よ
く
な
る
で
あ
ら
う
。《
炬
燵
》
と
い
ふ
若
い
女
を
描
い
た
も
の

は
、
あ
で
や
か
な
甘
い
も
の
で
、
玄

人

（
く
ろ
う
と
）

に
は
ど
う
思
は
れ
る
か
知
ら
な
い
が
、
一
番
ま

と
ま
つ
て
ゐ
る
。
単
な
る
装
飾
画
で
は
な
い
。―

―

そ
れ
か
ら
、
こ
の
室
（
第
二
室
）
で

気
づ
い
た
こ
と
だ
が
、
本
莊
赳
氏
（
＊
《
切
株
》）
、
二
見
利
節
氏
（
＊
《
烏
山
風
景
》
）
そ

の
他
一
、
二
の
人
は
カ
リ
エ
ル
な
ど
の
や
り
方
で
描
い
て
ゐ
る
が
、
あ
れ
は
展
覧
会
画

と
し
て
損
ば
か
り
で
な
く
気
分
が
消
極
的
に
な
つ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
堅
実
な
創
作
と
し

て
は
賛
成
で
き
か
ね
る
。
坂
口
右
左
視
氏
の
五
点
（
＊
《
並
木
立
》《
郊
外
の
櫻
》《
並
木

道
》《
郊
外
の
春
》《
陽
春
》）
は
、
ど
う
も
あ
ま
り
感
心
さ
せ
ら
れ
な
か
つ
た
。
ま
じ
め
に

努
力
し
て
描
い
て
あ
る
よ
う
だ
が
、
も
う
一
息
で
は
あ
る
ま
い
か
？ 

廣
本
森
雄
氏
の

ゴ
ッ
ホ
張
り
（
＊
《
少
年
》）
は
、
本
気
に
よ
く
見
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
あ
る
程
度
ま
で
、

力
も
出
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
創
作
の
苦
心
は
こ
れ
か
ら
で
あ
ら
う
。―

―
 

 
第
三
室
で
、
青
山
義
雄
氏
の
七
点
（
＊
《
月
の
あ
る
構
図
》
《
ニ
ー
ス
風
景
》
《
郊
外
》

《
静
物
》《
花 

１
》《
花 

２
》《
婦
人
像
》
）
が
あ
る
。
さ
す
が
に
達
者
な
筆
で
、
ル
ド
ン

を
思
は
せ
る
軽
妙
さ
は
、
お
手
に
入
つ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
は
あ
ん
な
や

う
な
気
分
が
、
果
し
て
現
代
的
と
し
て
受
け
い
れ
ら
る
べ
き
か
、
何
う
か
で
あ
る
。
非

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%BE%8E%E8%A1%93%E8%A9%95%E8%AB%96%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B3%B6%E6%A0%B9%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%AB%E6%9D%9F%E9%83%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E5%87%BA%E9%9B%B2%E7%94%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%BE%E6%B1%9F%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A9%E7%A8%B2%E7%94%B0%E5%A4%A7%E5%AD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A9%E7%A8%B2%E7%94%B0%E5%A4%A7%E5%AD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A8%E3%83%BC%E3%83%AD%E3%83%83%E3%83%91
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%AE%E3%83%AA%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E8%8B%B1%E5%8D%9A%E7%89%A9%E9%A4%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E8%8B%B1%E5%8D%9A%E7%89%A9%E9%A4%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%BE%8E%E8%A1%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%82%B8%E3%83%97%E3%83%88%E7%BE%8E%E8%A1%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E5%87%A1%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E6%9C%AB%E7%94%B0%E5%88%A9%E4%B8%80&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9F%B3%E5%A1%9A%E5%A4%AA%E5%96%9C%E6%B2%BB
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%8C%97%E4%BA%AC%E8%8A%B8%E8%A1%93%E5%B0%82%E7%A7%91%E5%AD%A6%E6%A0%A1&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%A4%AE%E7%BE%8E%E8%A1%93%E5%AD%A6%E9%99%A2
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常
時
の
日
本
と
し
て
は
、
あ
ま
り
に
ナ
ン
セ
ン
ス
過
ぎ
て
、
と
ん
だ
お
景
物
の
感
じ
が

す
る
。
も
う
少
し
し
つ
と
り
し
た
奥
行
が
な
い
と
、
青
山
氏
の
た
め
に
惜
し
い
。
し
か

し
技
巧
は
う
ま
い
も
の
だ
。
楊
佐
三
郎
氏
に
も
八
点
（
＊
《
ル
ク
サ
ン
ブ
ル
公
園
に
て
》

《
朝
の
食
卓
》《
バ
ル
テ
氏
別
荘
》《
グ
ラ
ン
・
カ
ナ
ー
ル
（
ベ
ニ
ス
）》《
古
城
を
望
む
（
モ

レ
ー
）
》《
秋
の
モ
ン
ス
リ
》《
ジ
プ
シ
ー
の
宿
車
》
《
サ
ク
レ
ク
ー
ル
寺
院
》
）
あ
る
。
み
な

風
景
だ
。
と
に
か
く
描
け
て
は
ゐ
る
が
、
折
角
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
つ
て
描
い
た
の
な
ら
、

も
つ
と
突
つ
込
ん
で
、
自
然
の
本
質
を
把
握
し
て
も
ら
ひ
た
か
つ
た
。―

―

足
立
源
一

郎
氏
に
は
二
枚
の
高
山
連
峰
と
、
花
が
一
点
あ
る
。
山
は
ど
ち
ら
も
同
じ
や
う
な
、
雪

を
も
つ
た
景
色
だ
。
山
好
き
の
足
立
氏
と
し
て
は
努
力
さ
れ
た
試
み
で
あ
ら
う
。
し
か

し
ど
う
も
物
足
り
な
い
。
あ
の
、
い
つ
も
の
「
裸
体
」
な
ど
の
、
と
び
つ
き
た
い
ほ
ど

の
、
み
づ
〳
〵
し
さ
で
山
に
魅
せ
ら
れ
た
い
。
私
は
む
し
ろ
「
花
」
の
う
ま
さ
を
愛
撫

し
た
。
長
谷
川
昇
氏
は
、
相
変
ら
ず
だ
。
い
や
、
さ
う
申
す
と
失
礼
だ
が
、
何
だ
か
時

代
お
く
れ
の
感
じ
が
す
る
。
折
角
、
裸
体
や
女
を
描
き
な
が
ら
、
ポ
ー
ズ
だ
つ
て
、
色

だ
つ
て
、
肉
体
の
表
現
法
だ
つ
て
、
う
ま
さ
以
外
の
何
者
も
な
い
。
マ
ン
ネ
リ
の
感
じ

は
、
見
る
者
を
憂
鬱
に
さ
せ
る
。
川
端
彌
之
助
氏
の
四
点
の
風
景
（
＊
《
妙
心
寺
境
内
》

《
林
泉
の
雪
》《
御
室
の
塔
》《
早
春
の
道
》
）
、
す
な
ほ
な
、
ま
じ
め
な
、
研
究
的
態
度
が

よ
い
。
こ
の
人
は
の
び
る
人
と
い
ふ
よ
り
も
、
じ
つ
く
り
と
仕
事
を
し
て
行
く
人
で
あ

ら
う
。
倉
田
白
羊
氏
は
同
感
で
き
な
い
。《
た
そ
が
れ
行
く
》
な
ど
、
あ
ん
な
情
緒
的
な

安
つ
ぽ
い
詩
は
よ
し
て
、
も
つ
と
ま
じ
め
に
自
然
を
み
つ
め
て
は
ど
う
で
せ
う
か
。〈
続
〉 

（
五
月
二
日 

付
）  

 
 

春
陽
展
と
国
展 

（
二
） 

一
氏 

義
良 

  

第
四
室
で
は
、
別
府
貫
一
郎
氏
の
風
景
四
点
（
＊
註
記
引
用
者
：《
ナ
ポ
リ
小
景
》《
雪
の

金
閣
寺
》《
ナ
ポ
リ
湾
の
冬
》《
下
賀
茂
神
社
》）
。
ナ
ポ
リ
も
あ
れ
ば
、
金
閣
寺
も
あ
る
。

こ
ん
な
軽
妙
と
い
ふ
べ
き
、
軽
い
調
子
の
作
品
が
、
春
陽
会
に
は
多
い
。
そ
れ
も
よ
い

が
、
別
府
氏
あ
た
り
か
ら
は
、
も
つ
と
じ
つ
く
り
し
た
大
作
を
見
せ
て
も
ら
ひ
た
い
。 

 

石
井
鶴
三
氏
の
《
手
術
》。
久
し
ぶ
り
で
、
油
絵
の
力
作
を
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
う
れ

し
か
つ
た
。
石
井
さ
ん
と
い
ふ
既
成
観
念
を
離
れ
て
も
、
こ
の
《
手
術
》
は
よ
い
画
だ
。

上
乗
の
部
だ
ら
う
。
し
か
し
、
漁
夫
の
親
方
見
た
や
う
な
ド
ク
タ
ー
や
、
や
せ
た
助
手

を
描
き
な
が
ら
、
単
な
る
平
面
模
写
に
な
つ
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
も
気
迫
も
乏
し
く
感
じ

た
の
は
、
間
違
ひ
で
せ
う
か
？ 

ド
ー
ミ
エ
や
グ
ロ
ー
ス
の
辛
辣
さ
は
も
ち
ろ
ん
要
求

し
な
い
が
、
何
だ
が
瀕
死
の
病
床
の
静
け
さ
が
あ
つ
て
、
各
人
の
緊
張
も
足
り
な
い
や

う
だ
。
無
論
、
頭
の
下
が
る
技
巧
で
は
あ
り
ま
し
た
が
。 

林
倭
衛
氏
の
六
点
（
＊
《
海
辺
の
丘
（
冬
）
》《
或
る
画
家
の
像
》《
少
女
像
》《
冬
の
海
辺

風
景
》《
海
辺
の
丘
（
秋
）
》《
上
総
海
辺
風
景
》
）
。
か
う
い
ふ
画
家
も
存
在
し
た
か
と
思
ふ

ほ
ど
に
、
作
者
の
影
が
薄
く
、
技
巧
だ
け
の
も
の
。
鬼
頭
甕
二
郎
氏
の
六
点
（
＊
《
梅
雨

時
》《
渥
美
海
岸
》《
裏
木
曾
の
秋
》《
崖
と
海
》《
波 

（
１
）》《
波 

（
２
）》
）
も
、
ど
う
も

こ
し
ら
へ
も
の
の
感
じ
で
、
自
然
さ
が
少
な
い
や
う
で
あ
つ
た
。 

第
五
室
、
六
室
。
私
は
こ
こ
で
代
表
的
な
三
人
の
風
景
画
に
接
し
た
。
小
栗
哲
郎
、

今
関
啓
司
、
中
川
一
政
氏
で
あ
る
。
殊
に
中
川
氏
は
白
眉
だ
。
小
栗
氏
は
中
川
の
持
た
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な
い
重
さ
と
厚
み
が
あ
る
。
今
関
氏
は
粘
つ
た
暢
達
性
が
あ
る
。
小
栗
氏
の
五
点
（
＊

《
晩
秋
の
山
》《
富
士
川
》《
興
津
の
海
》《
夕
陽
》《
明
星
山
》
）
は
、
も
と
と
同
じ
や
う
に
、

風
景
の
迫
力
だ
け
を
凝
視
し
て
ゐ
る
。
た
だ
そ
れ
が
、
よ
り
深
く
よ
り
手
堅
く
、
よ
り

地
味
に
掘
り
下
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
ど
れ
を
見
て
も
、
生
命
を
賭
け
て
の
仕
事
と
い
ふ

感
じ
だ
。
古
い
仕
事
が
あ
ま
り
に
ま
じ
め
で
、
地
味
だ
か
ら
、
分
る
人
が
少
な
か
ら
う
。

殊
に
《
興
津
の
海
》《
富
士
川
》
が
よ
い
。
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
、
こ
く

・

・

が
あ
る
。
色
の
調

子
は
古
典
的
で
、
し
か
も
現
実
を
つ
か
ん
で
ゐ
る
。
た
だ
性
格
的
（
？
）
の
暗
さ
が
気

に
な
る
。 

今
関
氏
は
九
点
（
＊
《
山
海
春
（
１
）》《
山
海
春
（
２
）
》《
山
海
早
春
》《
小
品
秋
》《
椿
》

《
野
菊
と
コ
ス
モ
ス
》《
小
品
山
海
（
Ａ
）
》《
小
品
山
海
（
Ｂ
）
》《
小
品
（
Ｃ
）
》）
も
出
し
て

ゐ
る
。
い
づ
れ
も
よ
い
作
品
に
数
ふ
べ
き
で
、
ま
じ
め
で
、
う
ま
い
。
そ
し
て
よ
く
つ

か
ん
で
、
よ
く
描
い
て
あ
る
が
、
こ
ん
な
に
沢
山
見
せ
な
く
て
も
よ
さ
そ
う
に
思
つ
た
。

と
に
か
く
海
岸
を
描
い
た
も
の
は
、
み
な
よ
い
。 

第
六
室
で
中
川
一
政
氏
は
、
久
し
ぶ
り
で
油
絵
の
力
作
（
＊
《
春
淺
》《
霜
の
山
》《
山

川
呼
応
》）
を
示
さ
れ
て
、
こ
れ
も
う
れ
し
か
つ
た
。
ち
ょ
つ
と
見
る
と
山
な
ど
の
色
斑

ま
だ
ら

が
ご
た
ご
た
し
過
ぎ
た
や
う
だ
が
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
細
か
く
神
経
を
働
か
せ
過
ぎ
て
、

力
負
け
し
た
形
で
あ
ら
う
。
南
画
の

趣
お
も
む
き

も
多
分
に
取
り
入
れ
て
、
セ
ザ
ン
ヌ
な
ど
に

な
い
、
東
洋
的
の
潤
ひ
も
多
い
。
と
に
か
く
複
雑
な
自
然
感
を
よ
く
生
か
し
て
表
現
し

て
あ
り
、《
山
川
呼
応
》
な
ど
は
、
す
べ
て
の
点
で
間
然
と
す
る
と
こ
ろ
の
な
い
作
で
あ

る
。 木

村
荘
八
氏
の
《
私
の
ラ
バ
さ
ん
》
。
実
に
う
ま
い
も
の
だ
。
調
子
、
バ
ッ
ク
、
構
図
、

動
き
、
立
体
感
、
皆
よ
ろ
し
い
。
リ
ア
リ
ズ
ム
と
し
て
も
、
現
代
詩
と
し
て
も
、
ヒ
ッ

ト
だ
。
こ
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
よ
つ
て
春
陽
会
は
朗
ら
か
で
あ
る
。 

国
盛
義
篤
氏
（
＊
《
こ
ぶ
し
の
花
》《
秋
の
朝
》《
椿
》《
梅
》《
堤
防
》《
百
日
紅
》《
雪
の

比
叡
》
）
は
腕
達
者
が
目
に
つ
く
。
立
花
長
子
氏
の
静
物
（
＊
《
静
物
（
一
）
》《
静
物
（
二
）》
）
、

殊
に
玉
ね
ぎ
は
よ
く
見
て
あ
る
。 

第
八
室
の
山
崎
省
三
氏
（
＊
《
台
湾
婦
人
の
横
向
図
》《
台
湾
の
婦
人
図
》《
牛
つ
き
合
わ

せ
》
《
舟
》
《
海
岸
》
）
は
、
ま
じ
め
な
仕
事
だ
が
、
見
ば
え
が
し
な
い
。
氏
自
身
の
意
識

を
も
つ
と
ど
う
か
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
鳥
海
青
児
氏
の
八
点
（
＊
《
風
景
》《
ノ

ー
ト
ル
ダ
ム
・
ド
・
パ
リ
ー
》《
ア
ラ
ビ
ア
風
の
家
と
海
》《
水
辺
》《
ベ
リ
エ
・
シ
ュ
ー
ル
・

モ
ー
ラ
ン
》
《
グ
ラ
ン
カ
ナ
ル 

ベ
ニ
ス
》
《
ア
ル
ゼ
リ
ー
の
兵
卒
》
《
ア
ラ
ビ
ア
風
の
家
》
）
。

み
な
フ
ラ
ン
ス
土
産
だ
が
、
こ
ん
な
き
た
な
い
、
暗
い
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
は
見
た
こ
と
が

な
い
。
ま
じ
め
と
い
ふ
こ
と
と
、
現
代
性
の
把
握
と
は
必
ず
し
も
両
立
し
な
い
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
鳥
海
氏
の
客
観
的
反
省
を
望
む
。
小
穴
隆
一
氏
の
（
＊
《
扇
》《
乾

酪

（
チ
ー
ズ
）

と

か
ら
し
》《
手
鏡
》《
鏡
》《
壁
鏡
》《
百
日
紅
》
）
、
気
の
お
け
な
い
、
安
ら
か
な
世
界
は
、

疲
労
の
の
ち
の
紅
茶
の
感
が
あ
る
。
た
だ
そ
れ
だ
け
だ
。 

第
九
室
で
、
小
林
徳
太
郎
氏
の
静
物
三
点
（
＊
《
び
わ
》
《
へ
ち
ま
》
《
椿
》
《
静
物
》
）

は
う
ま
い
。
よ
く
キ
ャ
ッ
チ
し
て
ゐ
る
構
図
、
色
彩
な
ど
、
マ
チ
ス
的
の
お
手
際
で
あ

る
。
山
本
鼎
の
六
点
（
＊
《
朝
鮮
の
壺
へ
活
け
た
花
》（
穂
積
遠
重
氏
蔵
）
《
朝
の
白
馬
山
》

（
山
田
稔
氏
蔵
）《
菊
》（
内
田
誠
氏
蔵
）《
盆
栽
の
つ
つ
じ
》（
山
田
稔
氏
蔵
）《
メ
ノ
コ
の
ク
ロ
ッ

キ
ー
》（
石
川
武
美
氏
蔵
）《
海
》（
岡
崎
氏
蔵
）
）
で
は
、
ば
ら
の
花
が
、
さ
す
が
に
よ
い
。
白

馬
山
も
気
が
き
い
て
ゐ
る
。
海
は
あ
ま
り
に
お
手
際
過
ぎ
る
。
要
す
る
に
忙
中
の
手
す
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さ
び
だ
。
田
中
善
之
助
、
横
堀
角
次
郎
の
両
氏
は
、
こ
れ
と
い
ふ
ほ
ど
の
も
の
を
見
せ

て
く
れ
な
か
つ
た
。 

森
田
恒
友
氏
の
遺
作
の
陳
列
は
、
ま
じ
め
な
意
味
で
、
尊
敬
の
念
を
捧
げ
て
評
を
避

け
る
。
要
す
る
に
大
正
時
代
の
、
隠
逸
的
歌
俳
人
の
心
境
吐
露
で
あ
つ
た
と
い
つ
て
よ

か
ら
う
。（
＊
森
田
恒
友
遺
作
室 

油
彩
画
、
翰
墨
画
、
水
墨
画 

百
四
十
八
点
） 

第
十
一
室
以
下
で
は
、
一
木
弴
氏
が
裸
婦
そ
の
他
五
点
（
＊
《
座
裸
婦
》
《
臥
裸
婦
》

《
裸
女
》《
女
》《
裸
体
》）
に
、
特
色
あ
る
明
る
い
、
動
い
た
、
そ
し
て
や
は
ら
か
く
燃
え

て
ゐ
る
表
現
を
感
じ
、
大
久
保
一
郎
の
二
点
（
＊
《
事
務
室
》《
ド
ラ
ヂ
ヤ
》）
は
、
現
代

的
の
躍
動
せ
る
器
械
や
事
務
室
に
、
春
陽
会
と
し
て
は
珍
ら
し
い
、
生
き
て
活
動
せ
る

世
界
を
見
て
、
微
笑
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
五
月
三
日 

付
） 

（
＊
春
陽
展
と
国
展 

（
三
） 

国
画
会 

省
略
） 

        


